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　「山梨学院大学スポーツ科学研究」第２号が当初のスケジュール通りに滞りなく発刊されることとな
りました。スポーツ科学部研究紀要委員会の谷口委員長、森副委員長および塚田、太田の各委員の先生
方のご尽力に感謝申し上げます。第２号には研究論文が５編、実践研究が３編掲載されています。これ
らの論文の研究領域や研究対象は多岐に渡るものであり、スポーツ科学部の先生方の旺盛な研究への意
欲を反映したものと思われます。論文執筆に携われた先生方には校務多忙のなか、貴重な時間を割いて
いただきましたことに心より御礼申し上げます。
　2016 年４月にスポーツ科学部が設置されたのと同時に、学部内に研究紀要委員会が置かれて、研究
紀要の発刊へ向けた検討が始まりました。全学的な研究倫理審査体制の再整備などにやや時間を要しつ
つも 2017 年度には「山梨学院大学スポーツ科学研究に関する規程」が制定され、それに基づき同年度
に「山梨学院大学スポーツ科学研究」第１号（創刊号）が発刊されました。2018 年９月には早くも「山
梨学院リポジトリ」に登録され、「山梨学院大学スポーツ科学研究」に掲載された論文は全て電子化さ
れて学外に向けて広く公表されています。
　我々スポーツ科学部の使命は、トップスポーツ（競技者のスポーツ）と地域スポーツ（みんなのスポー
ツ）との「好循環システム」を推進していくことのできる人材の育成です。2020 年に迫った東京オリ
ンピック・パラリンピックの開催や、スポーツ庁の掲げるスポーツ人口の拡大およびスポーツによる経
済の活性化などの実現に向けて、スポーツ科学部から輩出する人材の活躍が大いに期待されます。その
ためには教員自身がスポーツを取り巻く最新の動向に関心を持ちながら、研究能力の向上のためにより
一層研鑽を積むことは必要不可欠なことであり、その成果を世に問うためにも「山梨学院大学スポーツ
科学研究」は重要なツールであります。「山梨学院大学スポーツ科学研究」がこれからも多くの研究や
教育実践の成果を公表し続けられるように願ってやみません。
　皆様におかれましては、これまでのスポーツ科学部に対するご高配に心より感謝申し上げますととも
に、この「山梨学院大学スポーツ科学研究」第２号にお目通しいただき、忌憚のないご批評をいただけ
れば幸いです。今後とも、山梨学院大学スポーツ科学部への温かいご声援を賜りますようお願い申し上
げます。
「山梨学院大学スポーツ科学研究」
第 2 号の発刊に寄せて
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